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紫の伝説 

















587 
















































































If 
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急速に冷気が山ひだを 
伝つて降りて来る 
近眼の星は川底の玉じゃりを 
ボウと白く灯もらして澱まず 
終電のライトは幽かな秋を 
照らしては 

波のょぅに遠ざかつて 


いきます 
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秋も深くなると池や湖の水辺には 
色とりどりの枯れ葉が漂い 
やがて静かな水底に堆積する 
それはそれできれえなながめだけれど 
僕にとつてもつと素晴しいのは 
その水の透明度である 
水を画くのはむつかしい 
水は無色透明無味無臭だ 
大気もそうだけど人間にとつて基本的と 
いうか非常に多く必要とするものに 
人間の感覚器は基準をおいている 
本来、身体に摂取する場合 
そのたんびに刺激されていてはたまらんし 
また不純物をたやすく発見するためにも 
そうでなければならなかつたんだろう 
水はみな同じであるだけど春の水と 
11秋の水はやつばし違つて感じられる 

それは自分にとつて身体に摂取するという 
本来の目的でもつて水を必要としているの 
ではないからかも知れない 
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